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研究成果の概要（和文）：本研究は京都大学人文科学研究所における平均して月2回の共同研究をベースとし、1
大戦後の一世紀に及ぶ世界の変貌を見据え、大戦勃発百年を経た2014年の世界史状況を踏まえながら、2第一次
大戦の何が現代史の基本的な枠組みを形成し、そして今日まで世界を規定し続けているのかを把握し、3そこか
らいかなる新しい道を見出すべきかを探ることを、課題として研究を行ってきた。代表者山室信一が平成19年よ
り班長をつとめてきた京都大学人文科学研究所における共同研究班「第一次世界大戦の総合的研究」を基に、異
なる地域/時代を専門とする研究分担者ならびに研究者コミュニティー間の知識の共有と認識の深化および人的
交流を重視した。

研究成果の概要（英文）：The First World War was fundamentally crucial in the making of the world, in
 which we are living now, characterized by globalization and global divisions, fierce nationalism, 
total war system, and the development of technology beyond control. The main aims of this research 
project, based on eminars held fortnightly at the Institute for Research in Humanities, Kyoto 
University, have been as follows. to examine the century of post-First World War, ②to make clear 
which characteristics of the War have　determined the nature of the modern world, ③to explore how 
we can get out of the　current　deadlock. This project has not only succeeded previous project, '
Inter-disciplinary Research of the First World War' (2007-2015), led by Shin-ichi Yamamuro, but also
 tried to assemble researchers in a wider range. Moreover, the project has taken part in such an 
international academic　scheme as the compilation of Internet Dictionary of the First World War 
organized by the Berlin Free University.

研究分野：政治学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
第一次大戦を契機として、戦争のグローバル
化、科学・産業界までも巻き込んだ総力戦の
浸透の中で科学技術崇拝は進み、技術開発競
争は激化する。他方で「西洋の没落」が叫ば
れ、理性への不信や教養文化の貶下も進行し
た。さらに国際連盟下において戦争犯罪概念
が生まれるなど、現在でもわれわれは第一次
大戦がもたらした衝撃の只中にいる。欧米に
おいては、（第二次大戦ではなく）第一次大
戦こそを本来の 20 世紀の起点と位置づけ、
個々の研究者にはその総体をフォローする
ことも困難なほど膨大な研究成果が送り出
し続けられてきた。しかるに、日本における
第一次大戦研究の蓄積は、日露戦争や第二次
世界大戦のそれと比べて貧弱であり、同時代
の日本とその植民地に及ぼしたインパクト
も、「現代世界」に対するその歴史的な意義
も、充分に認識されているとは言い難い。ま
た欧米においてさえも、戦争自体についての
研究は大量にあるにせよ、必ずしも「世界性」
および「持続性」について十全に明らかにさ
れてきたとは言えない。例えば第一次大戦を
視察した日本の軍人が「総力戦／持続戦（永
久戦）」というビジョンを膨らませていき、
それがやがてアジア・太平洋戦争に至るとか、
この「永久戦争」のビジョンとは逆に「恒久
平和」が模索されるようになって、第一次大
戦後の国際連盟の成立になるといった、現代
にまで至る事後的かつグローバルなインパ
クトを視野に入れない限り、ヨーロッパ国内
戦争を超えた世界戦争としての第一次大戦
の意味は見えてこない。本研究は、第一次大
戦のこうした人類史的意義を問い直し、また
「第一次大戦の世界戦争たる所以」を、非西
欧（＝日本／アジア）の視点を導入すること
によって明らかにしようとするものである。 
 
２．研究の目的 
1914年から始まった第一次世界大戦（以下、
第一次大戦と略記）は、21世紀の今日なおわ
れわれが生き続けているところの現代世界
の幕開きを荒々しく告げ、現在に至る社会全
般のありようを決定する出来事であった。本
研究は、こうした一世紀に及ぶ世界の変貌を
いかに捉え、そこからいかなる新しい道を見
出すべきかを総合的に把握することを、その
課題としている。とりわけ本研究が重視する
のは、①その影響を瞬く間に世界中へ波及さ
せて世界規模の社会の地殻変動を引き起こ
し（＝世界性）、②文化文明システムや生活
様式のすべてを巻き込みつつ（＝総体性）、
③21 世紀に至るまで世界史を規定し続ける
（＝持続性）人類史的事件の嚆矢としての、
第一次大戦である。 
 
３．研究の方法 
本研究の実施にあたっては、代表者である山
室信一の統括のもと、①「世界性」、②「総
体性」、③「持続性」の三つの分野を設け、

それぞれ第一次大戦のアジアへのインパク
ト、文化の動員、戦後に第一次大戦が積み残
した諸問題に焦点を当てた。遂行にあたって
は京都大学人文科学研究所における共同研
究班「第一次世界大戦の総合的研究」を中心
とした。またベルリン自由大学の第一次大戦
研究プロジェクトと連携し（エディトリアル
ボードをつとめた）、また 2016 年には国際シ
ンポジウムを開いた。研究成果報告書につい
ては現在二冊の刊行を準備中である。 
 
４．研究成果 
本研究は京都大学人文科学研究所における
平均して月 2 回の共同研究をベースとし、1
大戦後の一世紀に及ぶ世界の変貌を見据え、
大戦勃発百年を経た 2014 年の世界史状況を
踏まえながら、2 第一次大戦の何が現代史の
基本的な枠組みを形成し、そして今日まで世 
界を規定し続けているのかを把握し、3 そこ
からいかなる新しい道を見出すべきかを探 
ることを、課題として研究を行ってきた。代
表者山室信一が平成 19 年より班長をつとめ 
てきた京都大学人文科学研究所における共
同研究班「第一次世界大戦の総合的研究」を 
基に、異なる地域/時代を専門とする研究分
担者ならびに研究者コミュニティー間の知 
識の共有と認識の深化および人的交流を重
視した。 
 本研究においてとりわけ焦点となったの
は、「第一次大戦とともに始まったエポック
はいつまで続いたのか」という問題であり、
現代史を考えるうえでの 1970 年代の重要性
である。すなわち近代と現代の境界を第一次
大戦に見て、そこから始まった現代が今日ま
で続いているという視点とともに、第一次大
戦とともに始まった現代が 1970 年前後まで
続き（第二次大戦後の冷戦時代においては、
両大戦とともに確立された福祉国家的な枠
組みが、西側においてはそのままずっと温存
されてきて、しかしそれは 1970 年代に入っ
て徐々に解体を始めた）、1970 年代とともに
ポストモダンが始まって今日に至っている
という視点が、本研究の主要関心事の一つと
なった。そしてまた、1970 年代から始まった
時代をそれ以前から区別する要素の一つと
して、「Humanities の危機」や「物語の危機」
が検討された。つまり「大きな物語」（リオ
タール）への忌避感は、20世紀終わりの約四
半世紀より 21 世紀の今日に至るまで、人文
学の諸領域を暗黙の裡に強く規定してきた
心性の一つである。それどころか、大きな物
語を語らない／語れないというプロットこ
そが、この半世紀弱の人文学の諸領域にとっ
ての「普遍的な物語」だったとすら言える。
他方で、本研究において重要な対象の一つで
ある芸術創作においても、文化産業が相変わ
らず感動物語を大量生産する一方で、ポスト
モダンが喧伝されるようになる 1970 年代以
後、大文字の「芸術」への懐疑、ユートピア
（反ユートピア）を希求する前衛芸術の挫折、



社会への異議申し立てより身近なコミュニ
ケーションへの傾斜など、同種の傾向が際立
つようになる。「癒し」や「コミュニケーシ
ョン」の流行は、近代芸術が標榜してきた「大
きな物語の啓示」からの離反を示唆するもの
であろう。これらはすべからく、近代が目指
した「世界を統合的に語る主体」の危機とし
て同根であり、極力「語る主体」を消すこと
を通し辛うじて、人文学の場合は「学的客観
性」を、芸術創作の場合は「社会的有用性」
を、それぞれ担保しようとしてきたのがこの
半世紀弱であるとすら言える。しかし合理主
義的な脱主体化モデル（科学ないし経済モデ
ル）への過剰な接近により、「語る主体の力」
を完全に消してしまえば、もはや人文学はデ
ータの収集提示ないし「語りの主観性（恣意
性）を批判する語り（相対主義）」に、そし
て芸術は単なる文化的装飾品となるよりほ
かあるまい。そしてこれこそが今日の人文学
ならびに芸術の危機を招いたとすら言える
であろう。 
18 世紀啓蒙から 20 世紀前半に至る人文学
ならびに近代芸術を貫いてきた欲望の共通
分母として、①科学的合理性 ②統合性（主
体を通した「世界」への存在論的な問い） ③
ユートピア性 を想定し、現代をこの三つの
前提が崩壊しつつある時代と考えると仮定
する。ならば ①客観的合理性という点で、
「ことば」を支えとする人文学は自然科学に
はかなわず、近代芸術もそれ自体が内包して
いた科学志向（音楽に端的に見られる）の故
に、今や情報工学やテクノロジー（ニューメ
ディア）等に呑み込まれる危険にさらされ、
また ②一人の「主体」によって過去ないし
現在ないし未来についての統合的な見取り
図を描くには、今日の情報化社会においては
あまりにも大量のデータが氾濫しすぎてお
り、そして ③ホブズボームが「地すべり」
と呼んだ 1970 年代から徐々に理想主義の退
潮が始まり、ベルリンの壁崩壊以後それが決
定的となるとともに、近代の人文学ならびに
芸術創作の生命線であったユートピア啓示
のダイナミズムは決定的なダメージを被っ
たともいえる。人文学における様々な相対主
義の台頭、統合的な物語の回避、細かな事実
収集によるデータベース形成の流行、芸術に
おける「アート」や「コミュニケーション」
の流行、いわゆるメインストリームの消滅、
「古典」の価値崩壊、サブカルチャーと従来
の公式文化との相対化などはすべて、近代の
人文学ならびに芸術が信奉してきた「世界を
統合的に語る力」の失調状態のあらわれとみ
なすべきであろう。こうした現象（兆候ない
し症状という言葉を使うべきかもしれない
が）は、確かに第一次大戦とともに始まった
時代が知らなかった何かであるという認識
が必要であり、しからばそれはいつから始ま
っていたかという問いが立てられねばなら
ない。 
 「近代はいつ終わり、現代はいつから始ま

ったか」というこの問いを、第一次大戦なら
びに 1970 年前後を歴史区分のランドマーク
としつつ、「私たちがいま生きているこの混
沌とした世界は、いつからどのようにして出
現し始めていたのか」を問い直すことが、今
後の重要な課題となる。 
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